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仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

 

な
く
そ
う
差
別
！
運
転
免
許
証
の
本
籍
地
記 

仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
立
場
の
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

期
間
雇
用
社
員
の
希
望
者
全
員
の
正
社
員
化
を
。 

め
ざ
せ
、
均
等
待
遇
、
な
く
そ
う
差
別
！ 

ユ
ニ
オ
ン
は
労
契
法
裁
判
に
勝
利
す
る
ぞ
！ 

 

X
（
旧
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
）
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
！

 
未
来
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も
見
れ
ま
す
。
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ユ
ニ
オ
ン
長
崎
で
検
索
！

 

  
 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

１
月
３
１
日
（
土
）
に
長

崎
地
区
労
会
館
５
階
講
堂
に

お
い
て
「
第
５
５
回
長
崎
地

区
労
春
闘
討
論
・
学
習
会
」

が
開
催
さ
れ
、
支
部
か
ら
山

田
支
部
長
、
佐
田
副
支
部
長

が
出
席
し
ま
し
た
。
集
会
は

内
野
地
区
労
副
議
長
の
開
会

挨
拶
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。 
 

続
い
て
主
催
者
を
代
表
し

て
松
尾
議
長
は
「
今
年
の
春

闘
も
賃
上
げ
の
流
れ
は
続
く

だ
ろ
う
が
、
物
価
高
が
続
き
、

こ
の
間
の
実
質
賃
金
は
上
が

っ
て
い
な
い
。
今
日
の
集
会

で
は
賃
上
げ
を
要
求
す
る
春

闘
に
つ
い
て
一
緒
に
学
習
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶

さ
れ
ま
し
た
。 

 

続
い
て
加
世
田
書
記
長
が

「
２
０
２
６
地
域
春
闘
並
び

に
共
に
闘
う
諸
課
題
」
と
し

て
、
１
，
２
０
２
５
春
闘
地

域
春
闘
の
経
過
と
総
括
、
２
，

２
０
２
６
春
闘
情
勢
と
地
域

春
闘
方
針
、
３
，
春
闘
と
共

に
闘
う
課
題
の
３
項
目
に
分

け
提
起
さ
れ
ま
し
た
。 

最
後
に
、「
全
て
の
労
働
者

に
物
価
高
に
負
け
な
い
賃
上

げ
を
勝
ち
取
る
。
特
に
中
小

企
業
で
は
定
期
昇
給
が
な
い

職
場
も
多
く
、
春
闘
で
の
賃

上
げ
が
大
事
に
な
っ
て
く
る
。

ま
た
、
た
だ
働
き
が
横
行
し

て
い
る
職
場
で
は
残
業
代
の

請
求
や
、
年
休
の
取
得
な
ど

職
場
で
の
要
求
が
重
要
。
要

求
を
勝
ち
取
る
た
め
に
地
区

労
は
支
援
し
て
い
く
」
と
ま

と
め
ま
し
た
。 

そ
の
後
休
憩
を
挟
み
各
組

合
か
ら
の
報
告
に
移
り
ま
し

た
。
一
部
抜
粋
し
て
紹
介
し

ま
す
。 

 
 

 

〇
長
崎
県
タ
ク
シ
ー

労
働
組
合 

昨
年
、
ラ
ッ
キ
ー
タ
ク
シ

ー
よ
り
、
料
金
改
定
の
申
請

が
九
州
運
輸
局
に
提
出
さ
れ

他
の
タ
ク
シ
ー
会
社
も
申
請

す
る
流
れ
に
な
っ
て
い
る
。

２
月
１
３
日
以
降
審
査
に
入

り
、
約
３
か
月
後
に
は
運
賃

改
定
が
行
わ
れ
る
予
定
。
ま

た
利
用
者
の
負
担
が
ふ
え
る
。 

賃
金
が
安
く
若
い
人
が
入
っ

て
こ
な
い
。 

最
低
賃
金
が
上
が
っ
て
給

与
保
障
給
が
上
が
っ
た
が
営

収
ノ
ル
マ
も
上
昇
し
賃
金
は

増
え
な
い
仕
組
み
に
な
っ
て

い
る
。 

〇
長
崎
バ
ス
ユ
ニ
オ

ン 

今
春
闘
で
は
、
基
本
給
の

２
．
０
％
＋
１
５
、
６
０
０

円
の
１
９
、
８
０
０
円
が
要

求
金
額
で
２
月
１
日
に
要
求

書
を
提
出
予
定
と
な
っ
て
い

る
。 １

月
３
１
日
か
ら
減
便
運

行
で
３
月
ま
で
の
予
定
と
な

っ
て
い
る
が
、
目
途
が
た
っ

て
い
な
い
。
神
の
島
営
業
所

の
運
転
手
不
足
を
他
の
営
業

所
か
ら
応
援
を
し
て
い
る
状

況
だ
が
、
そ
の
日
の
ダ
イ
ヤ

を
運
行
で
き
な
い
状
況
も
あ

る
。 〇

長
崎
市
職
労 

職
場
の
状
況
で
は
定
年
前

退
職
が
多
い
、
定
年
前
と
い

っ
て
も
５
０
代
ば
か
り
で
は 

な
く
４
０
代
の
職
員
も
多
い
。

毎
月
の
よ
う
に
退
職
が
あ
る

の
で
異
動
の
発
令
が
頻
繫
に

行
わ
れ
て
い
る
。
年
休
も
取

り
や
す
く
な
り
、
夏
期
休
暇

に
関
し
て
も
３
日
か
ら
５
日

に
な
る
な
ど
改
善
さ
れ
た
点

も
あ
る
が
、
メ
ン
タ
ル
不
調

者
が
多
い
。 

市
役
所
で
は
情
報
漏
洩
関

係
で
世
間
を
騒
が
せ
、
職
場

が
ピ
リ
ピ
リ
し
て
い
る
。
選

挙
、
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
自
分
の

業
務
以
外
で
も
や
る
こ
と
が

多
く
、
負
担
に
な
っ
て
い
る
。

ギ
リ
ギ
リ
の
要
員
配
置
で
は

不
測
の
事
態
の
対
応
が
厳
し

い
。 

 

〇
長
西
総
支
部 

業
務
量
が
多
く
３
０
時
間
、

４
０
時
間
残
業
し
て
い
る
教

員
が
多
い
為
、
学
校
で
は
、

１
７
時
以
降
は
留
守
電
に
し
、

教
育
委
員
会
に
対
応
し
て
も

ら
う
よ
う
に
し
て
い
る
。 

新
た
に
担
任
手
当
な
ど
も

創
設
さ
れ
た
が
、
他
の
手
当

を
削
減
す
る
な
ど
原
資
は
か

わ
ら
な
い
。
人
事
評
価
で
は

管
理
職
か
ら
の
パ
ワ
ハ
ラ
が

行
わ
れ
て
い
て
、
労
働
相
談

が
き
っ
か
け
で
組
合
に
入
る

ケ
ー
ス
が
あ
る
。 

〇
長
崎
県
職 

昨
年
は
平
均
で
１
万
賃
上

げ
が
行
わ
れ
た
。
若
年
層
に

関
し
て
は
こ
の
５
年
間
で
年

収
が
約
８
０
万
円
引
き
上
げ

ら
れ
て
い
る
が
、
人
が
入
っ

て
こ
な
い
。
仮
に
内
定
が
決

ま
り
、
離
島
だ
と
辞
退
す
る

人
も
い
る
。
現
在
８
９
人
の

欠
員
状
況
。
欠
員
を
解
消
し

て
人
を
入
れ
る
こ
と
を
メ
イ

ン
に
春
闘
を
闘
っ
て
い
く
。 

 

郵
政
ユ
ニ
オ
ン
か
ら
も
佐

田
副
支
部
長
が
、
昨
年
の
最

低
賃
金
審
議
会
に
お
い
て
長

崎
中
郵
支
部
の
運
動
で
７
８

円
の
引
き
上
げ
を
勝
ち
取
っ

た
経
緯
を
報
告
し
ま
し
た
。 

 

 

 

各
組
合
の
報
告
終
了
後
、

加
世
田
書
記
長
が
、「
地
区
労

は
地
域
共
闘
な
の
で
今
集
会

の
よ
う
に
交
流
の
場
を
持
つ

こ
と
が
大
事
で
、
横
の
つ
な

が
り
で
仲
間
意
識
を
持
つ
こ

と
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
」

と
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。 

集
会
の
最
後
は
松
尾
地
区

労
議
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。 

 

 

全労協・郵政産業労働者 

ユニオン長崎中郵支部 

機関紙「みらい」 

ＮＯ．４61９ 

`26 年2 月６日（金） 

℡･Fax 095-828-1953 

  文責 支部書記長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期間雇用パート労働者の皆さん! 困リごとは職場の郵政ユニオンへご相談を。      

1 集-海江田, 2 集-向井, 3 集-山田, 支部・分会の役員へ。        


